
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなみの風   あいさつ・つたえあい・チャレンジが自慢 
～優しい言葉があふれる坂下南小学校～ 
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冬の妖精？ ～冬の自然の楽しみ方～   郷土愛を育む 

「さて、これは何でしょう？」顔のように

見えるのは、木の枝から落ちた葉っぱの柄が

ついていた跡です。その中に目や鼻のような

模様がありますが、これは葉に養分を運んで

いた管の断面です。帽子のように見えるの

は、春になって出てくる葉っぱや花になる部

分が折りたたまれている「冬芽」です。まる

で、「妖精」みたいですね。木の種類によっ

て、「妖精」の姿・表情も様々です。雪に覆

われている冬には、皆さんのすぐ近くに、こ

んなかわいらしい、妖精が隠れています。 

自然豊かな会津坂下町に住む子ども達には

こうした冬の自然の楽しみ方を知り、自然を

より身近に感じてほしいと思います。ぜひ、

家族で「冬の妖精」さがしをしてみてはいか

がでしょうか。 

くず 

さわぐるみ 

さんしょう 

おにぐるみ 

幼・小連携  ～ ４年生と南幼稚園年長組さんとの交流活動（１/２６） ～ 

南幼稚園の年長組さんが来校し、４年生と交流しました。始めの式で顔合わせをした後、

４年生が一人ひとりの名前を聞いてカードに書き、首に掛 

けてあげました。その後、グループごとに校舎を案内して

あげました。手をつないで園児を気遣いながら歩く４年生

の姿が、いつもよりたくましく見えました。 

また、体育館で縄跳びをする際、園児が跳びやすいよう

に、縄を上手に回してあげている姿がとても印象的でした。

こうした幼・小連携活動も、子ども同士が関わり合いなが

らどちらも成長していく「子育ちの文化」を育む大切な機

会として、今後も大事にしていきます。 
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手をつなぎ園児を気遣いながら校舎を案内する４年生 引っかからないように上手に縄を回してあげる４年生 

カードに名前を書いてあげる４年生 


